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メタロチオネインは構成アミノ酸の約 1/3 をシステインが占めながら S-S 結合を１つも持たないというユニーク

な特徴を持ち、銅や亜鉛の重金属と結合することから生体防御能を有する蛋白として発見されました。カドミウ

ム汚染等の研究分野でそれら重金属と結合することにより、毒性発現の軽減を促すことが証明され、注目され

ています。 
本抗体は、ウサギより精製したメタロチオネインⅡをマウスに免疫して得られたモノクローナル抗体で、イムノ

ブロッティングに使用できます。 
 

 
【参考文献】 

 
 
 
 

研究用試薬

重金属・酸化ストレス関連 
抗ウサギメタロチオネイン モノクローナル抗体（Clone No. 1A12） 

 Biotin conjugated 
 

容量 100µg（100µL/vial） 
形状 マウスモノクローナル抗体 1.0mg/mL、凍結品 
バッファー 2% Block Ace, 0.1%proclin 含有 PBS 
保管方法 －20℃以下 

凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 
クローン番号 1A12 
サブクラス IgG1 
製造方法 ウサギ由来精製メタロチオネインⅡで免疫した BALB/c マウスの脾臓細胞とマウスミエロ

ーマ P3U1 を融合して得たハイブリドーマを BALB/c マウス腹腔内で増殖させ、腹水を
採取。採取した腹水より Protein G アフィニティーカラムにて精製、標識。 

使用濃度  イムノブロッティング 0.01μg/mL 

特異性 ウサギメタロチオネインⅠ、Ⅱに反応します。 
ヒト、マウス及びラットのメタロチオネインⅠに反応します。 
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